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①序論
イモリは何度手足や尾を切断しても再生することが可能である．どこからどのような過程で再生が行われているの
かを知るためにイモリの尾を用いて再生実験を行った.

②方法
実験1 アカハライモリのオス2個体とメス2個体の尾
にそれぞれ尾の先端から2cmの部分に切り込みを入
れる．オス1，メス1では尾の上部のみに切り込みを入
れる．オス2，メス2は尾の上部と下部に切り込みを入
れる．このとき切込みは脊椎骨まで達しない.
実験2 アカハライモリのオス2個体とメス3個体を用
いる（オス3,オス4,メス3 ,メス4,メス5 ）．尾の先端から
2cmの部分で切断する．足の付け根から尾の先まで
の長さを1か月おきに測定する.
実験3 1か月25日後のメス4において,尾の切断して
いない箇所と再生後の尾の細胞を顕微鏡で観察する.
③結果
実験1

実験直後 2か月19日後オス1

オス2 実験直後 13か月後

メス1 実験直後 13か月後

メス2 実験直後 4か月後

実験2

オス3 実験直後 1週間後 1か月後

メス3実験直後 1週間後

④考察
実験1，2より脊椎骨と脊椎骨周辺の細胞は再生に関わる
何らかの物質を作り出している可能性がある．実験2のメ
ス3より,尾の長さにあまり変化が見られなくなっても色素の
再生が行われていることが分かる.また,尾の模様部分と脊

椎骨周辺の黒い色素細胞の再生は行われているが赤い
色素細胞はあまり再生していない.よって実験2と実験3より

再生の過程で赤い色素細胞が一度失われていることが分
かる.さらに,実験2の1か月後の写真よりメスの方が色素が
抜けやすい.
⑤結論

メス4 1か月25日後

5か月後

②色素が失われた部分（赤） ③色素あり（黒）

脊椎骨の再生が一番早い.
再生の過程で色素が一度失われ，再生に伴って合成される.
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図4 実験3
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図3 実験2 足の付け根から尾の先までの長さ
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